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サントリー（株）の主席ブレンダー輿石
こしいし

 太
ふとし

が 

令和７年度 厚生労働省「卓越した技能者（現代の名工）」

を受賞 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この高解像度画像は https://www.suntory.co.jp/news/index.html に掲載しています。 
 

サントリー（株）スピリッツ・ワイン開発生産本部 ブレンダー室の主席ブレンダー

輿石
こしいし

 太
ふとし

は、この度、令和７年度 厚生労働省「卓越した技能者（現代の名工）」

を受賞しました。 
 

「卓越した技能者の表彰」制度は、卓越した技能を持ち、その道で第一人者と

目されている技能者を表彰するものです。技能の世界で活躍する職人や技能の世界

を志す若者に目標を示し、将来を担う優秀な技能者の確保・育成を進め、優れた

技能を次世代に承継していくことを目的としています。 
 

輿石は、１９８２年の入社以来一貫してウイスキーづくりに従事してきました。

ウイスキー製品の中味となる原酒の配合に関して優れた技能を有しており、主席

ブレンダーとしてこれまでにサントリーウイスキー「響」やサントリーシングル

モルトウイスキー「山崎」、同「白州」、ＳＵＮＴＯＲＹ ＷＯＲＬＤ ＷＨＩＳＫＹ

「碧Ａｏ」など主力のウイスキー製品を担当してきました。最近では山崎蒸溜所・
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白州蒸溜所の原酒を使用したプレミアムハイボール缶を開発するなど、新たな製品

開発によるウイスキー市場の需要創造に貢献しました。また、次世代のウイスキー

づくりに向けたブレンダーの育成や、各製造工場における現場社員の官能評価力を

高めるための指導を担うなど、後進技能者の指導・育成に貢献している点などが

評価され、昨年「なにわの名工」を受賞しています。大阪府および島本町からの

推薦をいただき、今回さらに「現代の名工」を受賞しました。 

 

●輿石 太 コメント 

この度「現代の名工（卓越した技能者）」を受賞する名誉を賜りました。 

ウイスキーのブレンダーとして取り組んできたことが「現代の名工」と評価  

いただけたことは大変喜ばしく、光栄に思います。 

創業から１００年以上紡がれてきたウイスキーづくりの技能や熱意を受け継ぎ、

次世代へ繋いでいくとともに、これからも美味品質を追求し、皆様に喜んで  

いただけるウイスキーをつくるために日々精進して参ります。 

 

●輿石 太 略歴 

１９８２年サントリー株式会社入社、白州蒸溜所の貯蔵グループに配属。 

１９９９年ブレンダー室所属となり、２０１０年にブレンダー室主席ブレンダーに。

開発に携わった主な新製品として「山崎５０年」「山崎５５年」「白州１８年」

「白州２５年」「響１２年」「響４０年」など多数。なかでも「白州２５年」は

２０２２年に、世界的な酒類コンペティション「インターナショナル・スピリッツ・

チャレンジ（ＩＳＣ：International Spirits Challenge）」にて、ジャパニーズ   

ウイスキー部門における最高賞「トロフィー」を受賞。さらに２０２３年には

「山崎２５年」、２０２４年には「山崎１２年」、２０２５年には「山崎１８年」

がＩＳＣで全部門最高賞の「シュプリーム チャンピオン スピリット」を受賞

するなど、サントリーウイスキーの世界的な評価に貢献している。 

 

 

▽本件に関するお客様からの問い合わせ先 

サントリーお客様センター https://www.suntory.co.jp/customer/ 
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